
̶ 501 ̶



̶ 502 ̶



̶ 503 ̶



̶ 504 ̶



̶ 505 ̶



̶ 506 ̶



̶ 507 ̶



̶ 508 ̶



̶ 509 ̶



̶ 510 ̶



̶ 511 ̶



̶ 512 ̶



̶ 513 ̶



̶ 514 ̶



̶ 515 ̶



̶ 516 ̶



̶ 517 ̶



̶ 518 ̶



̶ 519 ̶



̶ 520 ̶



̶ 521 ̶



̶ 522 ̶



̶ 523 ̶



̶ 524 ̶



̶ 525 ̶



氏名

監修：東京慈恵会医科大学　杉本 公平 先生

私の
がん・生殖ノート

ご自身の記録

わたしの病名

かかりつけの病院は
どこですか

わたしの情報

腫瘍の病院：

生年月日：　　　　　　年　　　月　　　日　　　男　・　女

生殖の病院：

住　　所：

電話番号：

メールアドレス：

家族の連絡先：

1．あなたのがんについて（がんの再発など）

２．抗がん剤などの治療について（選択肢、スケジュール、治療効果）

３．あなたの卵巣機能のこと
（治療前の状態、治療後予想される状態、生殖医療（体外受精など）の可能性）

4．あなたの周りの環境について（パートナーや家族の考え）

５．お金の問題（生殖医療にかかる費用）

これからあなたが考えていくこと

多くの不安の中で、多くの問題を解決していかなくてはいけ
ません。問題を少しずつ整理していくと解決しやすくなる
かもしれません。同じ悩みと苦しみを抱えた方たちはこんな
ことを問題として考えたようです。
皆様も参考にしてください。

『生命』と『妊よう性』の危機を同時に迎えている方の
支えになりたい。そういう思いからこのノートは作られまし
た。もっと多くの情報が欲しいという方は私たちのホーム
ページをご覧になってください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日本がん・生殖医療研究会
http://www.j-sfp.org/about/index.html

あなたがお聞きしたいことは何ですか？

例：私が受ける抗がん剤は卵巣に影響がありますか？　　　　　　　　　　　　
例：治療までにできることはありますか？

腫瘍の先生とのおはなし　

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤
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それについて何が気がかりですか？
今わかっていること、もっと知りたいこと
例：赤ちゃんができなくなる可能性があること。
例：卵を凍結保存できること。

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

どのようなお話をききましたか？

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

腫瘍の先生とのおはなし　

それについてどう思いましたか？
よくわかったこと、もっと聞きたかったこと

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

あなたがお聞きしたいことは何ですか？

例：卵子や胚の凍結方法について聞きたい。
例：卵子や胚の凍結にかかる費用について聞きたい。　　　

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

生殖の先生とのおはなし　
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それについて何が気がかりですか？
今わかっていること、もっと知りたいこと
例：卵子を卵巣からとってくる。
例：一度凍結した卵子や胚はいつまで凍結しておくことができるのか？

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

どのようなお話をききましたか？

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

生殖の先生とのおはなし　

それについてどう思いましたか？
よくわかったこと、もっと聞きたかったこと

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

あなたがお聞きしたいことは何ですか？

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

看護師さんとのおはなし　
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それについて何が気がかりですか？
今わかっていること、もっと知りたいこと

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

どのようなお話をききましたか？

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

看護師さんとのおはなし　

それについてどう思いましたか？
よくわかったこと、もっと聞きたかったこと

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

あなたがお聞きしたいことは何ですか？

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

心理の先生とのおはなし　
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それについて何が気がかりですか？
今わかっていること、もっと知りたいこと

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

心理の先生とのおはなし　

どのようなお話をききましたか？

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

それについてどう思いましたか？
よくわかったこと、もっと聞きたかったこと

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

遺伝の先生とのおはなし　

あなたがお聞きしたいことは何ですか？
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　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

それについて何が気がかりですか？
今わかっていること、もっと知りたいこと

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

どのようなお話をききましたか？

遺伝の先生とのおはなし　

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

　　　　年　　　月　　　日

①

②

③

④

⑤

それについてどう思いましたか？
よくわかったこと、もっと聞きたかったこと 私がこれから受ける治療（例：手術、抗がん剤 など）

治療が妊よう性に与える影響（例：卵子の数が減る、閉経するかもしれない など）

考えをまとめてみましょう
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妊よう性温存のためにできること（例：卵子凍結、胚凍結 など）

これから私を支えてくれそうな人（例：お母さん、ご主人、腫瘍科の看護師さん、心理の先生など）

あなたの心の状態を見つめてみましょう

　□ 毎日きちんと眠れていますか？
　□ 何もやる気が起こらなくはないですか？
　□ 集中力がなくなっていませんか？
　□ 食欲がなくなっていませんか？
　□ 人と係わりたくなくなっていませんか？

以上のような症状があるなら、看護師さんやお医者さんに
相談してみてくださいね。病気を通じて多くの人に出会
いましたよね。皆があなたの支えになりたいと思っています。
辛い気持ちを一人きりで抱えないで下さいね。

あなたの心の状態を見つめてみましょう
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私が妊よう性温存療法を
意思決定するまで
私が妊よう性温存療法を
意思決定するまで

Aさん35歳。２歳年上の男性と結婚。
２年間ほど新婚生活を楽しんだので、妊娠、出産を考えるように
なりました。

会社の健康診断を受けた数日後、再検査の必要があるとの
連絡が入り、病院で精密検査を受けました。

精密検査の結果は「乳がん」。
腫瘍の大きさは3.5センチの浸潤がんで
リンパ節転移もあると告げられました。

Aさんの趣味は水泳です。
乳房がなくなるなんて考えられません。

主治医の先生に相談したところ、抗がん剤による
術前化学療法をしたら腫瘍が小さくなるかもしれない、
と言われました。
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でも抗がん剤を使用すると妊娠する可能性が
低下するというお話です。

術後はホルモン療法を最低5年と言われ
Ａさんは子どもを産むことができるのだろうかと
悩む日々が続きました。

そうした悩みを主治医の先生に訴えると、
がん・生殖医療に取り組んでいる大学病院を紹介してくれました。

大学病院に行くと、がん治療専門の医師と生殖医療専門の医師から
それぞれ「がん治療優先の原則」、「妊よう性（妊娠すること）
温存療法」について説明がありました。

がん治療の先生には「抗がん剤を使うと卵子が少なくなり、
妊娠する力が低下します。がん治療の優先が原則ですが、
妊娠する力を残す方法があるかもしれません。」と言われました。

生殖医療の先生からは「化学療法までの時間に受精卵を
凍結できそうですね。」とのお話。でも、思ったほど成功率は
高くないみたいなので、どうにも気持ちがまとまりません。
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動揺している私をみた看護師さんは「心理の先生に相談したらどう
ですか？  気持ちを落ち着けて考えをまとめたらいいと思います。」と、
アドバイスしてくれました。

その臨床心理士さんは、がん・生殖医療専門のカウンセラーです。
「私でよければ相談に乗りますよ。」と優しく話しかけてくれて
気持ちが楽になりました。

心理士さんは、がんへの恐怖や妊娠できなくなるかもしれない
不安をじっくり聞いてくれて、もう一度がん治療と妊よう性について
説明してくれました。

Aさんはカウンセリングを受けるうちに、
ようやく気持ちの整理がつきました。

その後、受精卵の凍結保存を行い、今では前向きな気持ちで
がんの治療に臨んでいます。色々と不安もあるけど先生、
看護師さん、心理の先生が支えてくれるから大丈夫です。
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